
令和６年度  

山形県高校生のボランティア活動実態調査  

   

山形県では、地域にねざした青少年ボランティア（通称「YY ボランティア」）が盛んで、他県

からも「山形方式」として注目されてきました。県教育委員会では、第６次山形県教育振興計画

（後期計画）の中で、活力あるコミュニティ形成に向けて児童生徒、青年によるボランティア活

動等の地域活動を促進するとともに、地域活動に取り組む青少年リーダーの育成等を推進し、「高

校生のうちボランティア活動に参加した生徒の割合 100％（R6）」という数値目標を掲げていま

す。各学校や地域の団体での活動、個人での活動等ボランティア活動の実態について、令和６年

度の調査結果を御報告いたします。   

  調査概要  
 【 対 象 者 】 県内高等学校（全日制の課程）３年生全員 8,328 名  

 【 回 答 者 】 7,831 名（回答率 94.0%）  

 【 調 査 期 間 】 令和６年夏季休業終了後から令和６年９月下旬まで  

 【 調 査 方 法 】 調査紙をホームルーム等で配布し回収  

結  果  
 １ 高校在学中のボランティア活動経験者率  

【公立高校】  

○ 高校在学中にボランティア活動を行った生徒は 78.8%【81.6%(R5)】  

・ 学校の活動以外でボランティア活動を行った生徒は 38.8%【35.2%(R5)】  

・ 学校の活動としてボランティア活動を行った生徒は 68.4%【73.0%(R5)】  

【私立高校】  

○ 高校在学中にボランティア活動を行った生徒は 67.6%【68.2％(R5)】  

・ 学校の活動以外でボランティア活動を行った生徒は 28.6％【28.9％(R5)】  

・ 学校の活動としてボランティア活動を行った生徒は 58.1％【58.9％(R5)】   

〇公立と私立を合わせた全高校生の高校在学中のボランティア活動経験者率は 74.7％、

学校活動外は 35.1％、学校活動内は 64.7％  

２ 高校生が取り組んでいるボランティア活動分野  
○体験している活動は環境整備(38.7 %)が最も多く、次いで文化振興(27.1%)、子育て支

援(9.8％)、体育振興(7.8％) 、福祉・介護(7.0％)、災害防災支援(4.6％) 

３ 高校生が関心をもつボランティア活動分野  
○最も関心が高い分野は文化振興(21.9%)で、次いで環境整備(18.0%)、子育て支援 

(15.1％)、災害支援(13.2％)、体育振興(12.9％) 、福祉・介護(8.1％)  

  
  分野ごとの活動内容（例）   
 【福祉介護】高齢者・障がい者福祉施設等での活動    【子育て支援】学童、保育園等での子供との触れ合い、読み聞かせ等    

 【環境整備】ゴミ拾い，清掃，除草，除雪等      【文化振興】伝統芸能，地域の行事・文化的イベントの手伝い等  

 【体育振興】小中学生へのスポーツ指導，地区運動会やマラソン大会の手伝い等  

 【災害復興支援】自然災害後の後片付けや清掃等  【 その他 】募金活動等，上記の分類以外  
     

令和７年１月 

 山形県教育委員会 
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Ⅰ 調査の概要   
  

１.調査目的    

高校生によるボランティア活動の実態を明らかにするための基礎資料とすること。  

  

２.調査期間    

令和６年８月夏季休業終了後～９月下旬  

  

３.調査対象    

  <生徒>県内高等学校全日制３年生全員  

<学校>公立高校４４校、協力を得た私立高校１３校 

  

４.回答者数    

  <生徒>7,831 名（回収率 94.0%） 

<高校>５７校  （回収率 100%）  

  

５.調査方法    

  <生徒>調査紙を全生徒に配付して、ホームルーム等を利用して回答記載の上、回収。  

  <学校>グーグルフォームでの調査に３学年主任が回答 

 

６.調査事項 (調査票は巻末に掲載)  

<生徒> 

（1）高校入学後のボランティア経験に関すること  

（2）ボランティア活動に興味関心に関すること 

（3）ＹＹボランティアサークルの認知に関すること 

<学校> 

（1）全校を単位としたボランティア活動に関すること  

(2) 学年を単位としたボランティア活動に関すること 

 

７.調査実施機関   
  令和６年度地域青少年ボランティア活動推進事業として実施 

 調査票：県教育局生涯教育・学習振興課 

 協力依頼・送付・集計：青年の家 

   

  

８.留意点    

(1)回答率は小数点以下第２位を四捨五入している。  

(2)マークミスや回答ミスもあり、回答率の合計が 100％にならない場合がある。  

(3)「経験者率及び関心率」＝「質問への該当者数」÷ 「質問への有効回答者数」  
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Ⅱ 調査の結果    
  

１.高校在学中のボランティア活動経験者率       

【経験者率】とは、高校在学中にボランティア活動を経験した生徒の割合 

  

(1) 学校の活動内外における経験者率  
   

 学校生活内外での経験者率  〇公立 78.8%  〇私立 67.6％ 〇公立＋私立 74.7％  

 

【 ｸﾞﾗﾌ１:公立、私立別の経験者率 】                    【 表１:公立、私立別の経験者率 】   

  

 
校 種 別  人 数  割 合  

公立 （4,978 人）  3,925 人 78.8%  

私立 （2,853 人）  1,928 人 67.6%  

公・私立（7,831 人）  5,853 人 74.7%  

 

 

 

【 表２:.各学校の状況   ※( )は R5 年度の数値】  

 

 

〇高校在学中にボランティア活動を行った生徒は 7,831 人中 5,853 人。  

〇高校在学中にボランティア活動を行った生徒の割合が 80％台を 

超える高校は 57 校中 34 校。 

各校の経験者率 ３０％～ ４０％～ ５０％～ ６０％～ ７０％～ ８０％～ ９０％～

公立高校の数 0 1 0 9 4 7 23

私立高校の数 0 1 1 7 0 3 1

公・私立 高校の数 0 2 1 16 4 10 24

※公立４4校、私立１３校
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(0)

(1)

(0)

(3)

(3)

(5)

(1)

(6)

(8)

(3)

(11)

(7)

(1)

(8)

(3)

(2)

(5)

(21)

(3)

(24)
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 (2)学校の活動以外における経験者率  
   

 学校生活外での経験者率   ○公立 38.8%、 〇私立 28.6％  〇公立＋私立 35.1％  

  

【 ｸﾞﾗﾌ２: 公立、私立別の経験者率】                           【 表３: 公立、私立別の経験者率】   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【 表４:学校の活動以外.各学校の状況   ※( )は R5 年度の数値 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高校在学中に学校の活動以外でボランティア活動を行った生徒は 

7,831 人中 2,746 人。  

〇高校在学中に学校の活動以外でボランティア活動を行った生徒の 

割合が 20％台以下は５７校中２０校。  

  

  

校 種 別  人 数  割 合  

公立 （4,978 人）  1,930 人 38.8%  

私立 （2,853 人）  816 人 28.6%  

公・私立（7,831 人）  2,746 人 35.1%  

各校の経験者率 １０％～ ２０％～ ３０％～ ４０％～ ５０％～ ６０％～

公立高校の数 3 8 7 14 6 6

私立高校の数 1 8 3 0 1 0

公・私立 高校の数 4 16 10 14 7 6

※公立４４校、私立１３校

(2)

(0)

(2)

(12)

(8)

(20)

(15)

(5)

(20)

(10)

(0)

(10)

(2)

(0)

(2)

(4)

(0)

(4)
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(3)学校の活動内における経験者率 
  
 
学校生活内での経験者率   ○公立 68.4%、 〇私立 58.1％  〇公立＋私立 64.7％  

  
【 ｸﾞﾗﾌ３: 公立、私立別の経験者率】            【 表５: 公立、私立別の経験者率】  

   
 校 種 別  人 数  割 合  

公立 （4,978 人）  3,406 人 68.4% 

私立 （2,853 人）  1,657 人 58.1% 

公・私立（7,831 人）  5,063 人 64.7% 

   

 

 

 

【 表６:学校内の活動.各学校の状況   ※( )は R5 年度の数値 】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

〇高校在学中に学校内でボランティア活動を行った生徒は 

7,831 人中 5,063 人。  

〇高校在学中に学校内でボランティア活動を行った生徒の割合が 

  80％を超える高校は５７校中２５校。 
 

各校の経験者率 ３０％～ ４０％～ ５０％～ ６０％～ ７０％～ ８０％～ ９０％～

公立高校の数 3 2 8 5 3 5 18

私立高校の数 2 2 3 2 2 1 1

公・私立 高校の数 5 4 11 7 5 6 19

※公立４４校、私立１３校

(0)

(1)

(1)

(5)

(1)

(6)

(5)

(5)

(10)

(6)

(3)

(9)

(5)

(0)

(5)

(9)

(1)

(10)

(15)

(2)

(17)
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２.高校生が取り組んでいるボランティア活動分野（学校内外）  
  

 
環境整備分野の経験者率(38.7%)が最も高く、次いで文化振興(27.1%)、子育て(9.8%)と続く。  

  
【 ｸﾞﾗﾌ４:分野別の経験者率  複数選択】                                          【 表７:分野別の経験者率  複数選択】  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.高校生が関心をもつボランティア活動分野      
【関心率】とは、関心を持つ分野として選択した生徒の割合  

 
文化振興分野の関心率(21.9%)が最も高く、次いで環境整備 (18.0%)、子育て支援(15.1%)と続く。  

  
【 ｸﾞﾗﾌ５:分野別の経験者率  複数選択】                    【 表８:分野別の経験者率  複数選択】  

  

 
分  野  割 合  

福祉介護   8.1％ 

子育て支援  15.1％ 

環境整備  18.0％ 

文化振興  21.9％ 

体育振興  12.9％ 

災害支援  13.2％ 

そ の 他   0.4％ 

特に興味がない   10.4％ 

  

 

 
 

 

 
 

分  野  割 合  

福祉介護  7.0％  

子育て支援  9.8％  

環境整備  38.7％  

文化振興  27.1％  

体育振興  7.8％  

災害支援  4.6％  

そ の 他  5.1％  
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４.学校の活動以外の「ボランティア活動」に参加するきっかけ      
  

  

友人・先輩の誘い(28.8%)がもっとも多い。次いで、学校・教員の呼び掛け(28.0%)、地域・保護者 

の呼び掛け(22.1%)の順に多い。  

 

   

【 ｸﾞﾗﾌ６:ボランティア活動に参加するきっかけ  複数選択】         【 表９:ボランティア活動に参加するきっかけ  複数選択】  

   

  

 
分  野  全体  

①友人・先輩の誘い  28.8% 

②学校・教員の呼び掛け  28.0% 

③地域・保護者の呼び掛け  22.1% 

④Ｙボラリーフレット  0.8% 

⑤夏ボラリーフレット  7.1% 

⑥団体のリーフレット  3.0% 

⑦報道機関の記事や番組  3.0% 

⑧インターネット  4.2% 

⑨その他  3.0% 

  

５. 学校の活動以外の「ボランティア活動」に参加しない（できない）理由     

全般的な状況 
 

時間がない（45.5%）、情報がない（21.4%）が、合わせて 7割近い。 

 

【グラフ７：参加しない理由】                 【表 10：参加しない理由】 

※( )は R5 年度の数値 

  

 

  

 
 

理由 全体 

興味がない 
22.3% 
(22.6%) 

時間がない 45.5% 
(41.3%) 

情報がない 21.4% 
(25.0%) 

希望する活動がない 8.9% 
(9.4%) 

その他 1.9% 
(1.7) 



~ 7 ~  

６. ＹＹボランティアサークルの認知度      
ＹＹボランティアサークルとは、各市町村や地域の人によって運営され、高校生や中学生が学校の 枠を超えて

活動するサークルのこと  

 

ＹＹボランティアサークルについての認知度は依然として低い。 

  

  

【グラフ８：Ｙボラサークルの認知度】         【表 11：Ｙボラサークルの認知度】 

 

 

 

 

 

  
                                 ※( )は R5 年度の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７. 学校用アンケートについて      
入学してからの３年間、高校３年生を対象とした学校全体としての取組みと、学年としての取組みについて

調査を実施した。（対象高校：５７校）  

  〇学校行事の一環として、全校生徒を対象としたボランティア活動を行ったのは２２校 ※R5 は 21 校。 

内１６校は毎年行ったと回答。 

  〇学校として HR活動などで「ボランティア活動」を行うよう全クラスに指示している学校は２４校 

 ※R5 は 31 校。 

  〇学年として、全クラスを対象としたボランティア活動を行ったのは１４校 ※R5 は 14 校。 

内４校は毎年行ったと回答。 

   〇学年として HR活動などで「ボランティア活動」を行うよう全クラスに指示している学校は２６校 

※R5 は 22 校。 

  〇学校全体もしくは学年で行っていない主な理由は  

「他の行事実施の優先」「特にボランティアだけ特別扱いしていない」「自主的に参加するように促 

しているため」「ホームルームの時間にボランティアを入れる時間的な余裕がない」「有志で様々な 

イベントに参加しているため」「ボランティアを活動内容とする部活動の存在」「人数が多く、一斉 

に行うことが困難なため」「学年全体でボランティアに取り組もうという発案にいたらなかった」 

「全体ではなく、個人で行っている」など。 

理  由 全体 

サークルに属している（属していた） 
0.9% 

(1.1%) 

名前と活動内容は知っている 
3.9% 

(2.7%) 

名前だけ聞いたことがある 
13.0% 
(10.3%) 

全く知らない 
82.2% 
(85.9%) 

全く知らない 

82.2% 

名前だけ聞いたことがある 13.0% 

名前と活動は知っている 3.9% 

所属している 0.9% 


